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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 46,02 45,80 -0,22 43,58 +2,22

USD / BRL Spot BRL 2,2068 2,2187 +0,0119 2,3637 -0,1450

USD / JPY Spot JPY 101,53 101,62 +0,09 103,02 -1,40

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.127 51.867 +740 45.698 +6.169

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 157,0 159,7 +2,7 180,0 -20,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,44 12,44 +0,00 12,74 -0,30

DI Future Jul15（金利先物） % 11,58 11,62 +0,04 11,70 -0,08

3 Months US Dollar Libor % 0,227 0,226 -0,001 0,233 -0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 310,2 309,4 -0,8 304,9 +4,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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Indicator Unit 4月10日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は全般的なリスク回避の地合いからレアル安となる展開でした。
朝方は全般的に株式市場が軟調だったためリスク回避の動きから前日比レアル安の２．２１台前半で取引
されました。その後、ボベスパ指数が上昇に転じるとレアルも連れ高となり一時的に２．２０近辺での取引と
なりましたが、米国株の下落が続いたためレアルじり安の展開となりました。午後は週末を控えて調整モード
となり、結局２．２１台後半で引けています。

最近のレアル相場は足許こそ調整でレアル安に若干戻しましたが、ルセフ大統領の支持率低下による政策
変更期待やインフレ抑制のためのレアル高容認観測などに乗る形で、高金利を狙ったキャリートレードが
レアルを年初来のベストパフォーマーに押し上げています。支持率が低下しているルセフ大統領が選挙の
最大焦点であるインフレ抑制を達成するためになりふり構わず利用できるものは利用すると市場が感じて
いるうちはレアル堅調な展開が予想されますが、逆に干ばつの影響が薄れてインフレが低下したり、ルセフ
大統領の支持率が回復したりすれば短期的にレアル安へ戻すシナリオも十分あり得るため今後も神経質な
動きが続くでしょう。中長期的にはルセフ大統領が小手先のインフレ対策しか取らないのか、抜本的な構造
改革を伴う高インフレ体質改善策を取って行くのかという政策対応等でレアルの行く先も変わっていきます。
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